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年 9 月 15 日にドローン空撮を実施した。撮影は店舗営
業前の午前 8時 50 分に，薄日の天候下で行った。機材
は DJIの Mavic Pro，操作アプリには DJI-GS-PROを用
いて，飛行高度 63.7mにて 64 枚の連続正斜投影画像を
撮影した。その後，Agisoft社のPhotoScan Professional 1.3.3 
64bitにより，位置情報付きのオルソ画像を構築した。
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（b）バッタ生息数調査
2018 年 9 月 15 日にバッタの全頭捕獲調査を行った。
対象地をドローン画像と現地相観植生から 8捕獲エリア














図 1 研究対象地概観図 （松本ほか，2015 より抜粋）




Fig. 2. Study area with grasshopper catch-
ing zones
表 1 バッタ捕獲調査時間帯および開始時気温 （気象庁 ，
2018/9/15）
Table 1．Term and temperature of grasshopper catching．
エリア別調査時間帯 気温（℃）
A① 10:30 － 11:00 27.7
A② 10:30 － 11:00 27.7
B① 9:30 － 10:00 27.4
B② 9:30 － 10:00 27.4
B③ 9:30 － 10:00 27.4
C① 11:30 － 12:00 28.6
C② 11:30 － 12:00 28.6
D　 12:30 － 13:00 28.5
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結 果 と 考 察
（1）バッタ類の全体分布と草本植生環境
本対象地でバッタ類は 394 匹捕獲され，そのうち体色




は，表 2に示されたように合計 337 匹となった。生息種
はオンブバッタ Atractomorpha lata MOCHULSKY，ヒナバッ
タ Chorthippus biguttulus LINNAEUS，ショウリョウバッタ
Acrida cinerea THUNBERGの 3種にとどまった。
図 4に緑被率分布を，図 5に優占植物の分布を示す。











図 3 と図 4 を重ね合わせて算定した緑被率とバッタ
生息密度の関係を図 6として示す。緑被率閾値には，第
一四分位数 48，中央値 65，第三四分位数 78 を用いた。
図 6より，緑被率が高い方がバッタ生息密度は高くなる














Table 2．Numbers of grasshoppers．
捕獲 
エリア
オンブバッタ ヒナバッタ ショウリョウ バッタ
平均体長
（cm） 
参考値緑色 褐色 緑色 褐色 緑色 褐色
A① 52 1 0 4 1 0 1.6 
A② 6 0 0 0 0 0 1.4 
B① 2 1 0 5 0 0 2.5 
B② 10 1 0 4 0 0 1.8 
B③ 3 0 0 1 0 0 2.0 
C① 39 1 0 7 1 0 1.9 
C② 55 3 0 12 0 0 1.7 
D　 116 2 0 7 3 0 1.6 
計 283 9 0 40 5 0 
図 3 バッタの空間分布図
Fig. 3. Distribution of grasshoppers．
103
といえよう。また，現地調査中にも，当該地域にはウス
バキトンボ Pantala flavescens FABRICIUSの大群やアオモ
ンイトトンボ Ischnura senegalensis RAMBUR，ギンヤンマ
Anax parthenope BRAUER，営巣する多数のツバメ Hirundo 
rustica LINNAEUS，シジュウカラ Parus minor TEMMINCK & 
SCHLEGEL，イソヒヨドリ Monticola solitarius LINNAEUS，




















































Fig. 4. Green coverage ratio．
調査区外
図 5 優占植生分布図
Fig. 5. Vegetation type．
図 6 緑被率－バッタ密度関係
Fig. 6. Green coverage ratio – grasshopper density relation-
ship．
図 7 優占植物種－バッタ密度関係
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から 2.5m以内に生息していた緑色の個体数は 125 匹
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